
石
垣
島
は
楽
器
の
琵
琶

の
よ
う
な
形
。
竿
の
根
元

の
玉
取
崎
か
ら
竿
、
平
久

保
半
島
を
望
む
と
右
に
は

太
平
洋
。
左
に
は
東
シ
ナ

海
。
地
球
が
丸
く
感
じ
ら

れ
る
。

平
久
保
半
島
は
長
さ
12

km
も
あ
る
が
、
そ
の
根
元

の
幅
は
僅
か
三
百
ｍ
。
太

平
洋
の
波
が
荒
け
れ
ば
、

船
を
運
ん
で
東
シ
ナ
海
側

で
漁
を
し
た
と
い
う
。

そ
こ
で
地
名
は
船
越
。

島
の
沖
に
は
珊
瑚
礁
。

天
然
の
防
波
堤
で
波
が
静

か
。島

の
北
部
に
は
牧
場
や

牧
草
地
が
拡
が
る
。

目
の
前
の
山
は｢

は
ん

な
岳
」
。
「
岳
」
と
あ
る

が
、
標
高
二
百
ｍ
程
の
山

だ
。
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平
久
保
半
島

沖
縄
県
石
垣
市

玉
取
崎
か
ら

二
〇
一
九
年
十
月

平久保半島

玉
取
崎

船越

石垣島

フ
ナ
ク
ヤ
ー

多
く
の
高
層
ビ
ル
で
は

受
電
設
備
や
水
道
、
空
調

機
械
等
を
地
下
室
に
置
い

て
い
る
。
そ
の
為
、
洪
水

と
な
る
と
浸
水
。
台
風
19

号
で
は
武
蔵
小
杉
近
く
の

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
地

下
の
電
気
設
備
が
壊
れ
、

停
電
が
長
く
続
い
た
。

電
気
設
備
等
を
二
階
や

三
階
に
置
く
と
マ
ン
シ
ョ

ン
の
部
屋
数
が
減
る
。
そ

こ
で
通
常
地
下
室
に
置
く
。

地
下
室
の
入
口
を
防
水

扉
に
す
る
案
が
あ
る
。
し

か
し
、
浸
水
は
滅
多
に
無

い
。
始
終
開
閉
す
る
防
水

扉
の
パ
ッ
キ
ン
を
常
時
完

全
に
保
つ
の
は
難
し
い
。

地
下
室
へ
は
二
階
か
ら

そ
こ
で
地
下
室
へ
の
通

路
を｢

二
階
か
ら｣

に
す
れ

ば
良
い
。
一
階

が
浸
水
し
て
も

水
は
入
ら
な
い
。

機
械
を
出
し
入

れ
す
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
用
の
入

口
は
、
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
で

締
め
て
お
け
ば
心
配
な
い
。

今
、
地
下
街
が
ど
ん
ど

ん
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

万
一
、
浸
水
が
生
じ
た
ら

地
下
街
全
体
が
水
没
す
る
。

地
下
街
の
途
中
に
防
水
扉

を
設
け
る
案
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
い
ざ
と
な
っ
た
時
、

扉
が
閉
ま
ら
な
か
っ
た
り
、

逃
げ
る
人
が
い
れ
ば
閉
め

ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
地
下
街
を
区

切
り
、
隣
の
区
画
に
行
く

に
は
地
上
階
を
通
り
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
で
上
下
す
る

よ
う
に
す
べ
き
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
大
規
模
地
下

街
が
水
没
し
た
事
例
は
な

い
。
原
発
事
故
と
同
じ
に

「
想
定
外
」
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

ビルの機械室への浸水をどう防ぐか・・・

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

防水扉 地下室

地面

地面機械室

機械室

洪水

洪水
２階


